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Ⅰ．はじめに
本研究は，２０１６年３月に北星論集第５３号
に掲載された研究ノート「地方都市に『ある
モノ』の社会資源化とネットワーク構築の試
み」（岡田ら，２０１６）の継続研究であり，前
回同様，北海道内の地方都市をフィールドと
して，以前からその土地に「あるモノ」（こ
こでは，自然，山の幸，海の幸，地域住民，
職人，専門職，学校，寮，施設，役場，交通
網，商店街，地場産業など）がもつ価値を再
評価して，それらを有益に活用できる資源と
して取り上げ，人が面白がって集まり，地産
地消のみならず圏外からの集客を見込め経済
効果をもたらす仕掛けづくりとそれら地域の
社会資源のネットワーク化を模索し，その方
法・効果・課題について明らかにすることを
研究目的としている。
Ⅱ．研究背景
前回の研究において明らかになった課題は，
地域貢献に参画する「あるモノ」の初学者の
裾野を広げると共に，アクティブ・ラーニン
グを活用した初学者と熟達者の相互作用や初
学者をも巻き込んだ熟達者同士のネットワー
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ク構築および初学者が地域貢献の担い手とし
て熟達者に成長していくためのアクションが
必要であり，アクションを行ううえでは「あ
るモノ」を活用したストーリーを生み出して
いくことが必要であった。
本研究の主なフィールドは余市町である。
余市町がもつ強さ（ストレングス）には，前
回の研究で「既に有名な土地」「自然の恵み」
「ヨソ者の受入」「小規模経営」「自主独立」
「不干渉」「札幌に近い」があることが明ら
かとなった。本研究では，マクロ的アプロー
チとして，これらの強さを裏付けるため道内
の他市町村と比較したデータ分析をおこなっ
た。またミクロ的アプローチとして，「ある
モノ」を活用した地域貢献に繋がるストーリー
を生み出すことに焦点を当てた活動を，複数
の強さを活かして実践している熟達者と初学
者が密着しておこなった。
Ⅲ．研究方法
本研究では，２０１５年５月から２０１６年３月の
間，５人の研究者が余市町を中心として地方
都市へのアウトリーチを繰り返した。各研究
者は担当する研究課題について，ヒアリング・
参与観察・資料収集等に取り組んだ。
本研究では，次のような事業を通じて研究
課題に取り組んだ。まず，ワインブドウの栽
培やワイン醸造の作業の一部，および加工用
トマトの栽培や収穫作業の一部に学生ととも
に参加させてもらった。次に，「あるモノ」
に新たな価値を創出する活動に初学者が熟達
者とともに参加し，「あるモノ」の活かし方，
新たな価値の見せ方，及びそれらの情報発信
の仕方の手法・仕掛けについて，初学者と熟
達者がともに考え取り組む活動をおこなった。
これらの取り組みを通じて，地域に根ざし共
創を目指す活動を通して初学者である学生が
学びを深めていく中での，アクティブ・ラー
ニング化の効果と課題を検討した。さらに，
研究活動の主たる地域である余市地区の持つ
特徴・特殊性を，札幌近郊の他の地区と比較
することで明らかにすることにも取り組んだ。
石川は，「あるモノ」が社会資源化してい
くその過程を実践し，その場において初学者
がどのように学びを深めていくのか検討した。
「あるモノ」に参与する者同士のどのような
働きかけが学習を進展させるのか，特に，初
学者である学習者が自身の知識を豊かにして
いく経験を得ながら，別の初学者への情報の
発信者として活動していくときに，学習者自
身に対してどのような効果が現れるのか，そ
れぞれの事業現場における「仕掛け」の実践
を重ねた。
野原は，経済学の観点から希少性のある地
域固有の資源や時間，労働などの投入要素と
しての資源を考慮し，地域活性化に向けてこ
れらの資源の最適配分を検討した。特に，地
域固有資源（例えば本研究が対象とする余市
のワインに使われるブドウ等の農産物）の重
要性に関し，効率性を評価をすることで価値
の顕在化をおこなった。
栗山は，本研究の全体を統括・調整をおこ
なった。あわせて，「あるモノ」の社会資源
化とネットワーク構築について本研究の骨組
みになる部分の手法・仕掛けに関わった。ま
た，「あるモノ」のうち，地域住民，専門職
（ソーシャルワーカーやスクールソーシャル
ワーカー等），学校，施設，などがもつ福祉
教育的価値を再評価して，それらを有益に活
用できる資源を整備・開発・調整するために
は何が必要かを探るために何人かの関係者に
ヒアリングをおこなった。
岡田は，本研究の全体を統括・調整する栗
山のサポートをおこなった。また，コミュニ
ティソーシャルワークの手法を応用して，
「あるモノ」の社会資源化とネットワーク構
築について本研究の骨組みになる部分の手法・
仕掛けに関わった。
片岡は，文部科学省の文教政策や農林水産
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省等による広く教育に関連した地域振興政策
の動向を追うと共に，学校経営研究の観点か
ら，総合的な学習の時間ならびに学習指導要
領に基づいたカリキュラム外の諸活動が，ど
のように教職員の教育マインドを変容させる
のかという着眼点に注目しつつ，その分析を
おこなった。また，地域における学校という
存在は地域における活性化に貢献するのみな
らず，それ以上に環境や条件が整えば主たる
アクターとして欠かせない存在となり得る可
能性を秘めていると考えている。
Ⅳ．研究結果
本研究ノートでは，一連の研究テーマの下
でおこなわれた活動のうち，余市の特徴につ
いて農業の効率性という観点から持続可能な
農業の在り方について検討したもの，そして
初学者と熟達者がともに活動する経験を重ね，
アクティブ・ラーニングとして向き合う多く
の機会を得ながら学びを深めていく過程を検
討したもの，のそれぞれについて取り上げ，
以下に報告する。
１．データ包絡分析法（DEA）を用いた農
業の効率性評価
札幌から直線距離で５０キロ圏内に位置する
６つの市町村（余市町，倶知安町，美唄市，
夕張市，安平町，留寿都村）を取り上げ，デー
タ包絡分析法（Data Envelopment Analy-
sis；DEA）を用いて農業の効率性評価をお
こなった。
DEAは Charnes et al．（１９７８）に よ り 提
唱された経営分析手法であり，事業者がある
産出量を実現するためにどれほどの投入要素
を用いたかという観点から，より少ない投入
量でより多くの産出量を実現する事業体が効
率的であると判断し，効率値の推計から効率
性を判断する分析手法である。DEAは変数
がどの程度産出に寄与しているのかを統計的
に検定できない，誤差項を考慮しないことか
ら推計された効率値がデータの誤差に左右さ
れるなどの問題はあるものの，生産関数の関
数形の特定が不要であり入力と出力という現
実のデータのみを用いて効率性の判断ができ
るという点において，大きな優位性を持つ手
法である。そのため，これまで金融，企業経
営，貿易，自然資源利用など多くの分野で用
いられてきた。DEAにより分析対象となる
効率性の概念には，技術的効率性，配分効率
性，総効率性があるが，本研究では所与の入
力の下で最大の産出を実現する農業の効率性
を測ることに主眼を置いていることから，技
術的効率性を用いて分析をおこなう。
 DEAを用いた農業の効率性分析
農業生産額Ｐ（千万円），経営耕地面積Ｈ
（ha），農業就業人口と農家雇用者数（以
下，２つの合計値を雇用者数（Ｌ）と呼ぶ）
の合計値については，２００６年の生産農業所得
統計および，２０１５年農林業センサスを用いた。
農業生産額については，２００６年を最後に各市
町村データの掲載が終了していたため，本研
究では北海道の全農業生産額に占める各市町
村の農業生産額のシェアを推計し計算に用い
た。シェアの計算については，以下で説明す
る。
市町村別のデータが入手可能な２００３年から
２００６年の北海道全体の農業生産額は１兆５２７
億円から１兆９４２億円まで変動している
中，２００３年から２００６年における余市町の農業
生産額は４０億円から４１億円の間を変動してお
り，シェアを見ても０．３７％から０．３９％とほと
んど変化していないことが分かる。また，２００３
年から２００６年にかけて，全道の農業生産額は
２００３年から２００４年にかけて３６３億円ほど増加
したものの，その後は２００６年まで減少傾向に
ある。この全道の農業生産額と同様の傾向を
示している市町村は美唄市，留寿都村，安平
町であり，夕張市は通時的に減少傾向，余市
地域に「あるモノ」を活用した地域活性化とアクティブ・ラーニングの試み
― 175 ―
町と倶知安町は増加傾向にあった。
次に，２００７年から２０１４年までの全道の農業
生産額の推移を見てみると，２００７年が９，８０９
億円，２００８年が１兆２５１億円，２００９年が１兆１１１
億円，２０１０円が９，９４６億円，２０１１年が１兆１３７
億円，２０１２年が１兆５３６億円，２０１３年が１兆７０５
億円，２０１４年が１兆１，１１０億円と，リーマン
ショックや東日本大震災など社会現象や自然
災害に多少の影響を受けながらも，５年以内
では微増傾向にある。
そこで，このような北海道の全農業産出額
の傾向を鑑み，２００３年から２００６年の各市町村
の全道の農業産出額に占める割合（シェア率）
と相関のある動きをしている３市町村（美唄
市，留寿都村，安平町）に関してはシェア率
の平均値を用い，通時的に減少傾向にある夕
張市に関しては最小のシェア率を用い，増加
傾向にある２町（余市町と倶知安町）に関し
ては最大のシェア率を用いることとした。
２００３年から２００６年における各市町村のシェ
ア率の最小値と最大値は，倶知安町は０．３８％
から０．４２％，美唄市は０．６６％から０．７８％，夕
張市は０．２７％から０．３３％，安平町（２００６年に
早来町と追分町が合併したため，２００５年以前
は両町の合計値を使用）は０．８％から０．８６％，
留寿都村は０．３２％から０．３３％であった。前述
の通り，美唄市，留寿都村，安平町はシェア
率の平均値（それぞれ０．７１％，０．３３％，０．８３
％），夕張市は最小のシェア率０．２７％，余市
町および倶知安町は最大のシェア率（それぞ
れ０．３９％，０．４２％）を用い計算をおこなった。
これらのシェア率を用い，北海道の全農業生
産額のデータが入手可能な２０１４年の各市町村
の農業生産額を計算すると，表１の通りにな
る。雇用者数は，２０１５年の農林業センサスを
参考に，当該市町村における農業就業人口に
常雇いおよび手伝い等を含む臨時雇いの合計
実人数を計算し用いた。
各市町村の経営耕地面積あたりの農業生産
額および雇用者１人あたり農業生産額につい
て求め，その値をプロットした結果を図１に
示した。農業の効率性について総合的に評価
をするために，本研究では DEAを用いて評
価対象間の相対評価を考慮した効率分析をお
こなった。
合成効率値（Ｄ）は，経営耕作地に占め
る農業生産額の割合と雇用者数に占める農業
生産額の割合それぞれにウェイト ， をか
け，その合計値とした。 ， は評価対象の
各市町村にとって，最も都合の良い重みとし
て線形計画の解として得ることができる。
以下の線形計画問題を解くことで，D効
率値（i）を市町村ごとに計算した。D効
率値の計算結果は表２の通りである。
表１．各市町村のシェア率と２０１４年の農業生産額推計
図１ 各市町村の効率値の散布図
市 町 村
余市町 倶知安町 美唄市 夕張市 安平町 留寿都村
全道の農業生産額に占めるシェア率（推計） ０．３９ ０．４２ ０．７１ ０．２７ ０．８３ ０．３３
各市町の２０１４年の農業生産額推計（億円） ４３ ４７ ７９ ３０ ９２ ３７
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 分析結果
計算結果から，余市町および留寿都村の農
業に関しては効率的であることが分かった。
余市町においては，経営耕作面積あたり生産
額が他の市町村と比べて高いが，雇用者数あ
たり生産額は低いことが分かる。これは，余
市町においては，隣接する仁木町と共に付加
価値の高い農産物（ぶどうやりんご，おうと
うなどの果物）の生産が多いが他の市町村に
比べて経営耕作地の面積が狭いことから，他
の市町村と比べて経営耕作面積あたり生産額
が高くなったと言えるだろう。なお，２００６年
の生産農業所得統計によると，余市町の全生
産額約４１億円のうち果物の生産額は約２３億円
と約６０％を占めている。その反面，果樹栽培
は収穫の際に比較的多くの人手を要すること
から，雇用者数あたり生産額が低くなったと
考えられる。また余市町では，農家が各自で
労働力の確保などの取り組みをしているため，
全体としてみると効率的な労働配分をおこなっ
ていない可能性もある。そのため，最適な労
働資源の配分という観点からは，改善の余地
があるとも言えるだろう。
 効率的な農業に向けて
全国的な傾向と同様，北海道においても離
農や耕作放棄地の増加，地方の少子高齢化の
加速が深刻な社会問題となっており，農業就
業人口が減少することで生産額および経営耕
作面積が減少することが予想される。仮に農
業就業人口が減少したとしても，臨時雇い
（障がい者雇用や学生ボランティア）を増や
し雇用者数を一定に維持し，現状の生産額水
準を保つことで，効率的な農業を持続させる
ことが可能となるだろう。そのため，農福連
携や学生ボランティアなどの臨時雇いの活用
が，地域の生き残りには重要となる。
２．「あるモノ」の社会資源化に向けたアク
ティブ・ラーニングを取り入れた学びの実
践事例
岡田ら（２０１６）で示したように，十分に目
を向けられていない「あるモノ」を社会資源
化するには，「あるモノ」のどうしを結びつ
け，「あるモノ」を有している者や「あるモ
ノ」の存在を知っている者（熟達者）と，
「あるモノ」の存在を知らない者（初学者）
とで，「あるモノ」あるいは「あるモノ」の
組み合わせが持ち得る潜在的な価値を創出し，
その価値を「あるモノ」に十分に担わせる必
要がある。そのためには，初学者と熟達者が
「あるモノ」に接し利用する実践を通して，
「あるモノ」が持ち得る潜在的な価値を共に
「発見」する“場”が求められる。この“場”
は「熟達者も初学者も共に学び合う場」だと
捉えられ，実践を通した学びと，その後の実
践経験のまとめと議論による考えの深化を促
すアクティブ・ラーニングが適した“場”と
なる。さらに，この学びの“場”に参画する
熟達者も，その“場”でしか出会えない貴重
な「あるモノ」としての役割を果たすことに
なる。本節では，本研究で初学者である学生
が実践したアクティブ・ラーニングの３つの
事例について，その概略を紹介する。
表２．各市町村の合成効率値
市 町 村
余市町 倶知安町 美唄市 夕張市 安平町 留寿都村
効 率 値 １．０００ ０．５４２ ０．３４４ ０．９４５ ０．６０１ １．０００
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 現地作業への参加
余市町登地区にて余市産ブドウを使ったワ
インを醸造しているワイナリー，リタファー
ムにて，防除作業および収穫されたブドウの
除梗と圧搾作業に参加（２０１５年８月６日，１０
月１１日，１０月１３日）した。また，余市町黒川
地区にてブドウ，トマト，カボチャの生産を
おこなっている水尻農園にて，加工用トマト
の収穫作業をおこなうとともに（２０１５年９月
１３日，９月２７日），収穫されたカボチャのペー
ストを用いた加工の可能性を探る作業にも参
加した（２０１６年２月６日）。
これらの活動に，大学１年生から３年生ま
での学生が参加し，現地で「あるモノ」に触
れ，「あるモノ」の持つ価値を現地で体感し，
「あるモノ（物）」を生み出す「あるモノ
（者）」と共に時間を過ごし，考えを伺い，
意見交換を進めた。どの作業も学生にとって
体験することが初めてであり，「初学者」の
目からそれぞれの作業の意味や役割を捉え，
それを「熟達者」に伝え共有していた。同時
に，生産の現場で「熟達者」としての役割を
担う者にとっては，初めて体験する「初学者」
の目からでしか得られない新たな発見や気付
きを「初学者」と共有することで，「初学者」
の持つ目線の活かし方やそこから得られる価
値について新たに考える機会を得ていた。
一連の活動において，単に作業に参加する
のではなく，それぞれの作業の前，最中，後
において，その“場”の「あるモノ（者）」
である「熟達者」と言葉を交わし意見を交換
していくことで，まさにアクティブ・ラーニ
ングをおこない，「初学者」が抱いた様々な
考えを抱かせたままにせず，より深い段階へ
進める手掛かりを得られたのではないか，と
考えられた。
 余市産加工用トマトを利用した食品開
発
余市町黒川地区にてコメ，ブドウ，トマト，
カボチャの生産をおこなっている水尻農園で
は，農福連携を目指し加工用トマトの栽培を
おこなっている。トマトの苗植え，防除，収
穫作業だけではなく，食用やジュース用に加
工し出荷するまでの一連の過程を就労現場と
して活用することを考えている。そのような
現場における「あるモノ」である資源をどう
活かせるか，２人の学生（学生Ａ，Ｂ，いず
れも女子学生，活動当時３年次）が食品開発
を目指した活動をおこなった。以下には，実
際に活動に参加した学生２名が残した記録
（本山，２０１６；小野寺，２０１６）に基づき，そ
のあらましを紹介する。
１）活動の概要
余市産加工用トマトの持つ「あるモノ」に，
札幌に在住する学生が新たな価値を持たせる
活動として，北星学園大学大学祭（以下，星
学祭とする）にて余市産加工用トマトを利用
した食品を提供する模擬店出店の企画をおこ
なった。星学祭までの経緯は次のとおりであっ
た。
２）事前準備活動
①２０１５年８月６日：水尻農園へ初訪問
学生Ａ：同学年だけでなく４年次の学生や
他学科の先生と共に，初めて泊りがけで余市
を訪問した。まず水尻さんという方が経営し
ている農園を訪問した。そこではブドウだけ
でなくトマトやカボチャも栽培している。こ
の水尻さんの育てるトマトは珍しいもので，
加工用トマトといい火に通すとよりうまみが
強くなるものだという。さらに，トマトは続
けて同じ畑で育てることができない，という
農業に関する知識や水尻さんが農業をやって
いる理由まで伺った。
水尻さんは元々会社員として働いていたが
４２歳で早期定年退職し，地元である余市での
農業という職を選択した。ただ農業をするの
ではなく，息子が障がいを持って生まれたこ
とをきっかけに，障がいを持った方が働くこ
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とができる場を作ろうと考えるようになった。
そのため農福連携を掲げ，自分の農園で障が
いを持った方に農業体験をする機会を与えて
いる。
作業中およびその後の意見交換を通して，
余市に関して考えていることや夢を語り合い，
良い経験となった。その反面，自分が関わら
せてもらっている人たちとの考えや余市に対
する考えの違いを感じ，改めて自分が何をし
たいのか，夢は何なのかということを考える
きっかけになった。
学生Ｂ：水尻さんが営む水尻農場で加工用
トマト，糖度２０度以上になるという万次郎と
いうカボチャの見学をした。作業後の意見交
換では，余市の未来についてお話しした。こ
のとき感じたことは，自分達の甘さと大人達
のすごさだ。伝えられた話を全部理解できた
とは言わないが，まず物事に対する「熱さ」
と考えの「深さ」が違うと感じた。みんなそ
れぞれ余市を良くしたいと考えていて，大人
なのに夢があって，大学生の私たちよりキラ
キラしていた。パワーも本気度も違うと思っ
た。負けてられないと思ったが，どうすれば
いいのかわからなくなった。
②２０１５年９月６日：水尻農園へ訪問（２回目）
学生Ｂ：水尻農場でおこなわれた，障がい
者向けの収穫体験イベントのサポートボラン
ティアをした。作業内容は，加工用トマトを
収穫し，その語昼食として提供するための調
理を手伝った。加工用トマトでつくる焼きカ
プレーゼがとてもおいしかった。とにかくた
くさんのトマトを切った。知らない人と作業
するのは少し緊張したが，みんなでおいしい
昼食を作ろうと協力して作業したのでなごや
かなムードとなった。
③２０１５年９月２７日：水尻農園へ訪問（３回目）
学生Ｂ：前回の訪問同様，水尻農場でおこ
なわれた障がい者向けの収穫体験イベントの
サポートボランティアをした。このときには
すでに景色が黄色っぽくなっていて，秋を感
じた。夏もきれいだったが秋もきれいだと思っ
た。１年間の変化している様子を見ることが
できるのはおもしろく，なぜかまちの成長を
見ているようで嬉しかった。
３）星学祭における企画立案
余市町での活動に参加しながら，「あるモ
ノ」に新たな価値を生み出しその新しい価値
を持った「あるモノ」を広めるため，星学祭
での模擬店出店を計画した。
①当初計画：
企画当初の計画は次の通りだった。
目的：余市を知ってほしい／余市の食材を
使って余市を PRする／水尻さんのトマトを
使うことで水尻さんの思いを伝える。
方法：水尻さんに食べさせていただいた加
工用トマトを使った焼きカプレーゼが絶品だっ
たので，それを水尻さんの加工用トマトを使
わせて頂いて再現し，多くの人に食べてもら
う。
②水尻さんへのプレゼン１回目：
２０１５年１０月１日札幌市内にて，星学祭で使
う加工用トマトを提供してもらうため，水尻
さんの札幌事務所に伺い，計画についてプレ
ゼンテーションをおこなった。
学生Ａ：水尻さんのトマトを使うことを一
番に考え，水尻さんに自分たちの活動の目的
を伝えトマトを提供していただけるよう交渉
に伺った。しかし，自分たちが掲げた目的と
水尻さんのトマトを使う理由がかみ合ってい
ないことを指摘され，再度計画を練り直して
から交渉に伺うことになった。「この活動で
誰に何を伝えたいか」，「相手にどんな気持ち
になってほしいか」，「余市のキャッチコピー」
「自分たちのコンセプト」という点をしっか
り考えるように指摘された。またこの段階で，
水尻さんが育てている加工用トマトは疫病に
かかり譲ってもらうことができないことが分
かった。
学生Ｂ：水尻さんの加工用トマトを使わせ
ていただくために交渉・プレゼンテーション
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をおこなった。「このトマトはとてもおいし
い」，「水尻さんはすごい」，「余市っていいと
ころ」という３つのコンセプトを軸にした。
しかし，このコンセプトでは抽象的すぎる点
や，３つが繋がり合ってない点についてアド
バイスをもらった。「何を伝えたくて，何を
期待し，何をするのか」を考え直して再度相
談することになった。加工用トマトで焼きト
マトを出店する予定だったのだが，今年の天
候の影響でトマトに疫病が流行り，出荷でき
る基準に満たないという事態が発生した。
③計画の修正：
水尻さんからのフィードバックおよび状況
の変化に対応するため，次のように計画を変
更した。修正までの経緯を以下に示す。
目的と方法：余市に興味を持ってもらう／
余市に行ってもらう／余市にまた行きたいと
思わせるために，余市産加工用トマトを使っ
たトマトラーメンを出店。
学生Ｂ：トマトジュースを提供していただ
くための２回目のプレゼンテーションの前に，
自分達が最終的に何をしたくて何を伝えるた
めに星学祭に模擬店を出店するのか，改めて
考えた。余市の魅力や，何をやりたいのか頭
に出てきたものを，ポストイットに書き，模
造紙に整理しながら貼りまとめた。まとめた
結果，「来年も余市に行きたいと思わせる」
ということをこの活動のゴールとした。余市
のまちの空気感・田舎感・居心地の良さなど
を実際に来て味わってもらい，好きになって
また余市に来てくれることが目標だ。そのた
めには，余市に行ってみたくなるようなきっ
かけを，私たちがまずつくらなければならな
い。そこで，星学祭で余市の紹介となる模擬
店を出店し，そのきっかけをつくりたいと考
えた。
トマトは出荷できないがトマトジュースな
らば提供していただけることになったので，
レシピを変更し，水尻さんおすすめの余市産
加工用トマトを使ったトマトラーメンを作る
ことにした。同時に，自分たちのこれまでの
活動を見てもらい，余市に興味を持ってもら
うことにした。
トマトラーメンの販売のねらいは，余市産
のものを使ったおいしい料理を実際に食べて
経験することで，食の面から興味を誘う。併
せて余市のイベントを紹介する。イベントの
紹介のねらいとしては，余市でやっているお
もしろいイベントを知らせて興味を持っても
らい，まずは１回余市に来てもらう。さらに
きっかけの１つとして余市の観光マップを作
り，余市の基本情報・グルメ・風景など様々
な面から余市を紹介することにした。
④水尻さんへのプレゼン２回目：
２０１５年１０月７日水尻農園にて，まとめ直し
た計画についてプレゼンテーションをおこなっ
た。
学生Ｂ：１回目のプレゼンテーションより
も私たちが何をしたいのか伝わるようになっ
た，という言葉をいただいた。余市で開催さ
れるイベント紹介は，来年のことを言われて
もわからないから，疑似体験させるように今
年自分達がやってきた活動を紹介してみたら
どうか，とアドバイスいただいた。他にもア
ドバイスをいただき，最終的にトマトジュー
スを提供してくれることになった。
⑤開発した商品：
トマトラーメン（０．５人分／販売サイズ）の
レシピ
・スープ：余市産加工用トマトのトマトジュー
ス１２５ml，水６２．５ml，市販のインスタント
塩ラーメンの調味料半分。
・麺：市販のインスタント塩ラーメンの麺半
分。
・具：炒めたベーコン１０ｇ，炒めた玉ねぎ
１／８個，とろけるチーズ適量。
・価格：１杯作るのに１００円弱の費用がかか
るため，商品としては１杯２５０円で販売。
学生Ｂ：トマトジュースを手に入れた後，
レシピの作製に取り掛かった。スープの配合，
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麺の茹で方，具材の量など試行錯誤を繰り返
しながら試作品を作り，レシピを確定していった。
⑥活動および余市町の紹介（図２）：
学生Ｂ：自分達の活動を紹介するとともに，
余市の観光マップを作製した。内容やデザイ
ンを決めるのに苦労した。時間をかけて自分
達の納得のいくものができたのだが，大学か
ら許可を得てから印刷する時間がなく，配布
できなかった。代わりに大きく印刷したもの
を模擬店で掲示した。
図２．星学祭で配布用に作ったビラ
４）星学祭当日の状況
星学祭当日，２０１５年１０月１１日，１２日に屋外
模擬店テントにて調理／販売をおこなった。
学生Ａ：初日の１１日は４人がボランティア
として手伝いをしてくれた。予想以上の人気
で，店の前に長蛇の列ができ，お客さんを待
たせてしまうことがあったが，その間も余市
について話をさせてもらうことができた。余
市で行われる女子会ツアーに興味を持ってく
れる人や，加工用トマト自体に興味を持って
くれる人がいた。ラーメンを作る手順を当日
の朝になってボランティアに教えたことや，
混んできた時の効率のいい調理法など，準備
不足が多く目立った。
２日目の１２日はボランティアとして前日に
引き続き３人が手伝いをしてくれた。口コミ
で前日よりもさらに人気が上昇し，店を回す
ことで精一杯になってしまい，余市について
の説明をお客さんにすることが難しくなって
いた。そして当初の予定よりも多くラーメン
を作ったため，皿や箸を追加購入するなど手
間取ることが多かった。また，最後の２０杯で
具材がなくなってしまい，２０杯分だけ２００円
で販売した。
二日間の営業で大きな問題が発生すること
はなかったものの，準備不足や想像力不足で
自分たちが伝えたかったことの全てを伝えき
ることはできなかった。
学生Ｂ：不安を残しながらも星学祭１日目
を迎えた。朝から自転車で３往復して大量の
荷物を運んだ。お手伝いの学生が心強かった。
開店の準備をして，トマトラーメンを試しに
１杯作りみんなで食べたところ，おいしくて
自信が出た。寒い日だったのでトマトラーメ
ン日和だった。最初はお客さんがあまり来な
くて焦ったが，徐々にお客さんが来て列がで
きるようになった。麺をゆでるのが追い付か
ないほどお客さんが来て，大忙しとなったが，
お手伝いしてくれたみんなの迅速な対応で効
率よくトマトラーメンを提供できた。大好評
だったため１日目は夕方になる前にトマトラー
メンは完売した。
星学祭２日目。昨日大好評だったため初日
の朝のような不安はなかった。昨日と同じよ
うに３往復して荷物を運び，お手伝いのみん
なのおかげで開店することができた。接客し
ているときに，余市について書いている掲示
物を見て興味を持って質問してくれるお客さ
んもいた一方，自分からも待っていただいて
いる時間に余市の話をした。トマトラーメン
を食べておいしいと言ってくれる人がたくさ
んいたのでとても嬉しかった。２日目も大好
評で目標の５０杯以上多く売り，夕方前には完
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売した。準備が不十分で心配だったが大好評
だったので嬉しかった。
星学祭で模擬店を無事出店でき，たくさん
の人から助けられ感謝の気持ちだった。
５）活動まとめ
学生自身が，余市町へ出かけ，「あるモノ」
に出会い，新たな価値を生み出す活動／プロ
セスに参画しながら，「あるモノ（者）」であ
る様々な人間を巻き込み影響を与え，この活
動は進められた。この一連の活動で得られた
「あるモノ」が何か，定量的あるいは定性的
に明確にすることは難しいが，活動をおこなっ
た２人の学生の自己評価のコメントを学びの
成果の一端として紹介する。
①学生Ａ：全体の反省として，余裕がなかっ
た。余裕がないから何か問題が起こったとき
にきちんと対応できず妥協せざるを得ない状
況になった。最後までこだわりを持って進め
ることができればよかったなと思った。
また，自分達のやりたいことを自分達自身
が理解し，納得して自信を持って人に伝える
ことがとても難しかった。何か物事に取り組
むときは深いところまで考えた上で実行しな
ければならないのだと感じた。今回の自分達
は考えが浅く，自分達が取り組むことを自分
達自身がよくわかっていない，という状況に
なり，人に伝えるのにも苦労し矛盾が出た。
伝えるだけでも難しいことなのに，それを理
解し納得してもらうのはもっと難しいことで
あった。今回の企画では，水尻さんが親身に
なって相談に乗ってくださったので，自分達
のつたない言葉を理解してもらえた。
七度の余市訪問や，たくさんの人との出会
い，星学祭の企画と準備などを経験して余市
についてたくさん考えた。私自身が考える余
市の魅力は，「自然が豊かであること」，「農
園やくだもの畑が多く，食べ物が植え付けか
ら収穫まで身近に感じることができ，食べ物
のありがたみがわかること」，「街の人に気軽
に話しかけられるような雰囲気があること」
の３点である。今後もこの魅力を多くの人に
伝えられるような活動をしていくことができ
ればいいと思う。
今回苦労したことはきっと社会人になって
も必要なことであり，貴重な経験となった。
自分の成長にも繋がったのではないかと思う。
自分達のせいで人に迷惑をかけたり，怒られ
たりもしたが，「おいしかった」という感想
と予想以上の売り上げにつながり，余市の魅
力もアピールできたことで，星学祭での活動
は成功だと考えた。
②学生Ｂ：企画の甘さや準備の遅さからたく
さんの人に迷惑をかけていることを自覚した。
しかし誰かに何かを伝えるために何が必要な
のか，またその手順など，しっかりと考える
ことができたので自分の成長につながったと
思う。大学祭当日に一般のお客さんの生の声
を聞けたことで，余市の認知度はあるがなか
なか行く機会がない，と思っている人が多く
いることがわかった。自分達の活動が，そん
な人たちを余市に行ってみたいと思わせる機
会になっていたらいいと思う。
春から秋まで余市に通い，農作業体験や夢
を持つ大人たちとの関わりを通して，自分自
身の余市での活動に関する考え方の基盤が少
しずつできてきたように感じた。実際に余市
に足を運ばなければ感じることができない，
吹き抜ける風の気持ちよさや田舎のゆっくり
とした空気感，そして余市に行くだけで感じ
られる心のゆとりを，より多くの人に感じて
もらいたい。そして余市リピーターを増やす
ような活動をしていきたいと思う。
 余市産ワインと地のモノを楽しむツアー
の立案
余市町登地区にて余市産ブドウを使ったワ
インを醸造しているワイナリー，リタファー
ムでは，自社で醸造したワインを楽しんでも
らう様々な活動（ワイナリーツアー，札幌市
内で開催される食フェスティバルへの参加等）
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をしている。このような活動を学生自身が企
画し，余市産の「あるモノ」，そして余市町
にある「あるモノ」に新たな価値を見出す活
動に女子学生１人が参加した。なおこの活動
は，北星学園大学文学部心理・応用コミュニ
ケーション学科の卒業研究（三浦，２０１６）と
しておこなわれたものであり，制作過程報告
書として提出された文書から一部を抜粋・加
筆して示す。
１）活動のねらい
ワインの知識がなく，ワインを飲まない２０
代前半の人をターゲットに，ブドウやワイン
についての話，ブドウ収穫やワイン造り体験
とワインの試飲を通して，ワインに親しみ知っ
てもらう入り口を作る企画を計画した。この
企画で提案するプランは，単にワインを楽し
むだけではなく，余市町および近郊の産物を
味わい，その場で穫／獲れた野菜や肉，魚を
使った料理を地元の飲食店で楽しむ旅行を含
むものにした。２０１５年１０月１８日（日）と１０月
２４日（土）の両日にイベントを開催した。
２）事前準備
①余市町訪問および各種イベントへの参加
企画を計画するに当り，札幌近郊でおこな
われた栗山農業祭（２０１５年８月２３日），千歳
キリンビール祭り（２０１５年８月２３日），札幌
三越日本うまいもん市（２０１５年８月３０日）の
３つのイベントに参加した。
いろいろなイベントに行き感じたことは，
どの年代にも受け入れられるイベントを計画
することは難しく，特に２０代前半の女性が楽
しめる出し物や興味が出る「モノ」や「コト」
がなかなか見つからないことである。また公
共交通機関を利用した場合，市街地から少し
離れた農園や飲食店に行くには，レンタサイ
クルや車がないと難しいと感じた。タクシー
も利用できるが，タクシーの往復代が高くなっ
てしまう。レンタサイクルも台数に限りがあ
り予約もおこなっていないため，レンタサイ
クルをイベントで利用するのも時期や時間を
考えた方が良い。
②余市町での事前調査および協力依頼
余市町の実態を知るため，２０１５年８月１２日
に事前調査を兼ねて余市町に観光に出かけた。
この訪問を通して企画で利用したいお店，農
園，場所の候補をリストアップした。その結
果，ベリーベリーファームレストラン（仁木
町），余市ワイナリー，リタファーム＆ワイ
ナリー，ヨイッチーニ，浜中モイレ海水浴場
を利用することにし，それぞれの特徴を調査
した。
「ベリーベリーファームレストラン」：仁木
町と余市町の境にあり，建物はログハウスの
ような落ち着いた雰囲気で，それぞれのテー
ブルが離れているため周りを気にせず食事が
できる。自家製酵母入りのピザが６種類，８
種類のソースが選べるハンバーグ４種類とス
テーキ３種類，とメニューが豊富で，料理は
すべてオリジナルである。隣接した農園で採
れた新鮮なトマトやとうもろこしを始め，余
市・仁木産のオーガニック野菜，旬の果物や
ピクルスなどが食べ放題のサラダバー，ドリ
ンクバーを提供し，時間を気にせず話せる点
もよい。
「リタファーム＆ワイナリー」：２０１３年に余
市町で３番目のワイナリーとして誕生し，南
風が余市湾へ吹き抜ける「風のヴィンヤード」
と呼ばれる。リタファームのブドウ畑の栽培
面積は約３ヘクタールあり，余市町最南部に
位置する緩やかな南斜面のブドウ畑である。
１９９８年余市町登に余市リタファームを開園
し，２００９年に約３ヘクタールの圃場，リンゴ
畑の斜面整地をおこなった。その後２０１０年に
圃場内２ヘクタールを植栽する。２０１１年に果
実酒製造免許申請をし，圃場内１ヘクタール
に植栽をおこなった。２０１２年にワイナリー建
設計画を出し，２０１３年６月に余市町内で３番
目となるワイナリーになった，それと同時に
果実酒製造免許を取得する。２０１４年３月にリ
タファーム初となるワインを出荷した。
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栽培方針として，害虫と呼ばれる虫と共存
することから学ぶべきこともあると考え，畑
の生態系をできる限り崩さない畑造りに取り
組み，専用品種のワインはすべてリタファー
ムの畑で採れたブドウを使用し，畑の土壌や
地形，気候など生育環境の特徴を意味する
「テロワール」を追及するため，野生酵母を
用いた自然発酵という自然に逆らわない醸造
をおこなっている。瓶内で二次発酵させるワ
インでも野生酵母を使い自然発酵させている。
またワインの液送はできる限り重力のみで行
い，瓶詰めも重力式の充填機でワインにスト
レスを与えないようにしている。
リタファームでは，夏にはブドウ畑の防除
を，秋には醸造のお手伝いをさせていただき，
リタファームを営む菅原さんと何度もお話し
し，菅原さんの考えや目指しているものを聞
かせていただいた。その中でワインを試飲さ
せていただき，「こんなに飲みやすいワイン
があるのか」ととても驚いた。このような経
験を私と年齢の近い普段ワインを飲まない方
にも経験してもらい，「ワインは飲みやすい
もの」という認識を少しでも持ってもらうた
めの講座を現地でおこなってもらえるよう，
協力を依頼した。そのため協力を依頼する企
画書を作成し，札幌で開催されていた「さっ
ぽろオータムフェスト」７丁目会場で出店し
ていたリタファームさんに趣旨説明に伺った。
２０１５年１０月４日にオータムフェスト会場に伺
い，企画の趣旨を説明し，協力を了承いただ
いた。
さらに，企画の内容を考えるため，リタ
ファームにてワイン醸造のお手伝いをさせて
いただいた。ワインの醸造過程は，「ブドウ
→除梗→破砕→圧搾→発酵→オリ引き→熟成
→瓶詰」となり，その過程のうち圧搾や，圧
搾機から溜まった果汁を吸い上げる吸水作業
もお手伝いした。さらに，１トンの発酵しつ
つあるブドウを，専用の長いスコップのよう
なもので樽から掬い，バスケットプレスとい
う圧力を加える機械を用いてブドウを圧搾す
る，という作業も約３時間おこなった。作業
を行っていくにつれて果汁がなくなったため
樽を傾けてブドウを掬い，果肉の重さでとて
も体力を使った。続く圧搾作業では，潰して
いく最中にブドウの皮や果実がぶちぶちと機
械からはみ出てくるので，それをビニールシー
トで被い，飛び散らないようにした。ブドウ
を潰し，バスケットプレスで圧がかけられて
ワインとなっていく果汁を間近で見ることが
できて，ワイン造りの大変さ，今まで知るこ
とのなかった農家さんの苦労を学ぶことがで
きた。
「ヨイッチーニ」：２０１５年にオープンし，余
市産の旬な食材やワインを使ったイタリアン
を提供している。お店の外観内観どちらとも
新しく，おしゃれな空間でご飯が食べられ，２０
代前半の女性に良い印象を与えると思われた。
実際にピザとスパゲティーを食べさせていた
だき，味も確かめた。
ヨイッチーニは「女子会プラン」というメ
ニューを用意し，「甘エビのアヒージョ」「本
日のスパゲティー or ピザ」「香草スパイシー
グリスチキン」「本日のデザート」「１ドリン
ク」という内容で提供していた。計画してい
る企画の目的は「ワインを知る入り口にして
もらう」であり，プランの１ドリンクだけで
はワインを知ってもらうのに不十分だと思わ
れた。そのため，持ち込みを可能にしてもら
う，あるいはヨイッチーニさんで提供してい
る何種類かの余市ワインを少量ずつ提供して
もらう，ということが可能か交渉をおこなっ
た。その結果，女子会プランについている１
ドリンクとプラス４８０円でもう一杯飲めると
いうプランにしていただき，さらに今回に限
り持ち込み料無しで他のワインを持ち込む了
承もいただいた。
「余市ワイナリー」：余市ワイナリーでは，
「地ワイン」を飲み比べながらお気に入りの
ワインを見つけられるよう，レストランやワ
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インショップ，ギャラリー・アトリエ，ワイ
ナリー工場，カフェ＆ベーカリーを併設し，
ワイナリー工場では醸造と瓶詰め貯蔵棟の見
学ができる。
この企画の趣旨である「ワインに親しんで
もらう」を実感してもらうために，ワイン
ショップやブドウを使った食べ物を販売して
いる余市ワイナリーを利用した。カフェで販
売している濃厚ワインソフトクリームは，口
に入れるとブドウの味がすぐにして，少しな
めるとミルクの味，そしてブドウの後味とい
う，いままで食べたことのない味だった。ブ
ドウの皮のようなものがソフトクリームの中
に小さく刻まれていて，初めて食べる食感だっ
たが，とても美味しかった。
「浜中モイレ海水浴場」：余市のシンボルで
あるシリパ岬とモイレ山に囲まれている海水
浴場である。砂浜は広く，浜辺にテントを張
りキャンプをすることができる。場内にある
設備は，炊事ができる棟やトイレ，シャワー
も設備されている。海岸には波消し用のブロッ
クが設備され，波と風のどちらとも比較的穏
やかである。また車で５分圏内に温泉やコン
ビニなどがあるので，海水浴場だけで遊びに
来る人もテントを張りキャンプで来る人にも
便利で過ごしやすい海水浴場である。海には
面していない内陸在住の者には，海を眺める
という機会も新鮮なのではないか，と考えた。
③参加者募集
「友人」「SNS」「星学祭の模擬店」を利用
し参加者を募った。一つ目の「友人」は，大
学の友人や地元の友人に「余市でワインにつ
いてのイベントを企画している。」と声をか
け集めた。二つ目の「SNS」では，ホームペー
ジ上に当日のスケジュールを記載し，募集を
呼びかけた。三つ目の「星学祭の模擬店」は，
余市産の食べ物や余市観光マップ，余市のイ
ベント情報を発信するとともに，余市産のト
マトジュースでトマトラーメンを販売する活
動をしているグループに協力をお願いし，
「余市イベント 余市女子会ツアー」と称し
たポスターを作成し呼びかけをおこなった。
３）企画当日の模様
参加者を募集したところ，２０１５年１０月１８日
（日），１０月２４日（土）の二日合わせて，３
人の参加者が集まり，イベントを実行した。
以下に両日の模様を簡単に報告する。
①１０月１８日（日）の模様
・スケジュール
１０時１５分 札幌駅前バスターミナル１番乗
り場 高速バス［高速ニセコ号］
で札幌出発。
１１時５３分 余市駅前十字街３番乗り場着
１２時００分 ニッカウヰスキー 余市蒸留所
１３時００分 ベリーベリーファーム 昼食
１５時００分 リタファーム＆ワイナリー
１６時００分 余市ワイナリー
１７時００分 ヨイッチーニ 晩御飯
１９時５７分 余市駅前十字街４番乗り場 高
速バス［高速いわない号］で余
市町出発
２１時３０分 札幌駅前バスターミナル着
余市町内の移動手段にはレンタサイクルを
利用した。
９時５５分に札幌駅で待ち合わせし，チケッ
トを買い１番バス乗り場の高速バス［高速ニ
セコ号］で余市町に向けて出発した。乗車し
てから，企画当日のスケジュールやこの企画
を行う理由やきっかけ，当日に行くところの
特徴やおすすめの食べ物，天候不良の際の交
通手段，緊急連絡先等が記載されてある旅行
のしおりを参加者に渡した。
１２時に余市駅前十字街に到着したが，悪天
候のため余市駅から自転車で約１０分の距離の
スーパーでカッパ上下を購入した。ニッカウ
ヰスキー蒸留所での見学時間が足りなさそう
だったため，昼食を予定していたベリーベリー
ファームへ向かった。雨や強風，舗装されて
いない道や狭い車道など，大変な３０分をかけ
てたどり着いた。
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ベリーベリーファームでは，スライスステー
キとハンバーグの旨カルビソースとドリンク
バー＆サラダバーを注文した。お昼時で店内
はとても混雑していたが，お店のオリジナル
のキャンベラを使ったブドウジュースやリン
ゴジュース，温かいスープがあるドリンク
バー，トマトやパプリカ，自家製のピクルス
があるサラダバー，そして中はふわふわで外
は少しカリカリとしたハンバーグと，しっか
り焼けているがとても柔らかいお肉のステー
キをいただき，デザートのチーズケーキやブ
ドウも堪能した。
昼食後はリタファームへ向かうスケジュー
ルを変更し，「余市ワイナリー」へ向かった。
壁に貼られた醸造過程の説明，工場や醸造室
を見学した後，隣接しているカフェへ行き
「ナイアガラソフト」を頂き，ワイン販売所
でいろいろなワインを拝見した。
レンタサイクルを返却した後，歩きながら
「ヨイッチーニ」へ向かった。余市市街地を
歩いていく中で，違った目線から新たな発見
もあった。
「ヨイッチーニ」では女子会プランのメ
ニューを，リタファームで購入しヨイッチー
ニに置かせていただいていたワインとともに
いただいた。メニューは「海の幸サラダ」，
「甘エビのアヒージョとフランスパン」，「マ
ルゲリータ」，「香草スパイシーグリルチキ
ン」，「ベルギー産のチョコを使用したチョコ
のミルフィーユと余市産のイチゴを使用した
イチゴジャム」だった。「海の幸サラダ」は
イカ，貝，エビ，ジャコ，焼きハム，トマト，
リーフレタスが乗っていて，ボリューム満点
でイタリアンドレッシングがおいしかった。
アヒージョの甘エビは余市産のエビを使用し，
オリーブオイルの中に入っているニンニクが
アクセントになった。ピザは生地に柔らかさ
とコシがあり，チーズとトマトの相性がよかっ
た。「香草スパイシーグリルチキン」はスパ
イシーと書いているだけありブラックペッパー
が効いて辛かったがワインが進んだ。デザー
トは甘すぎないチョコのミルフィーユと甘み
いっぱいのイチゴジャムが女の子に好まれる
味わいだった。またご飯を食べながらヨイッ
チーニの店長から余市のワイン事情について
教えていただいた。
名残惜しかったが，１９時３０分にヨイッチー
ニを出，余市駅前十字街４番乗り場から高速
バス［高速いわない号］に乗り込み余市を出
発した。帰りのバスの中で簡単なアンケート
に答えてもらい，疲れから寝ているうちに札
幌駅前バスターミナルに到着した。
②１０月２４日（土）の模様
・スケジュール
９時００分 岩見沢市 出発
１１時３０分 余市駅前 到着
１１時４０分 ベリーベリーファーム 昼食
１３時１５分 リタファーム＆ワイナリー
１５時３０分 余市ワイナリー
１６時３０分 浜中モイレ海水浴場
１７時１５分 ヨイッチーニ 晩御飯
１９時２０分 余市町 出発
２２時００分 岩見沢市 到着
この日の移動手段には，自家用車を利用し
た。
９時に岩見沢を出発し参加者の方を迎えた
後，余市町に向かった。車内では，当日のス
ケジュール，この企画をおこなう理由やきっ
かけ，当日に行くところの特徴やおすすめの
食べ物，緊急連絡先等が記載されてある旅行
のしおりを参加者に渡した。
１１時３０分にベリーベリーファームに到着し，
前回と同様にステーキとハンバーグ，ドリン
クバー，サラダバーを落ち着いた雰囲気の中
で楽しんだ。１３時過ぎにベリーベリーファー
ムを後にし，リタファームに向かった。
リタファームでは，できたばかりの納屋を
菅原ご夫妻に案内してもらった。１階にはワ
インやシリアル，ドレッシングを置いている
スペース，ピアノや暖炉があり，２階には小
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さなシャンデリアとスピーカーが装備された
小部屋になっていて，ゆくゆくは泊まるスペー
スとして活用したいとおっしゃっていた。
続いて，醸造している工場に案内された。
伺った日も午前中に醸造していたらしく，バ
スケットプレスで圧搾されたデラウェアの実
が飛び，４メートルほど上にある天井に実が
張り付いていた。ブドウの糖が徐々に変化し
アルコールになる醸造途中のものを飲ませて
いただいた参加者は，「ブドウジュースのよ
うな匂いがしたが，ほんの少しアルコールの
味がした」と言っていた。
図３．リタファーム醸造工場
工場の説明，ワイン，ブドウについてのお
話をしていただいてから，納屋にもどり試飲
をさせていただくとともに，余市町やワイン
について，そして北海道の食の安全や道民の
食に対する危機管理の低さなど，様々なお話
を聞かせていただいた。「モンガクナチュー
ル ナイアガラ」と「農家のシードル」を参
加者の方が試飲し，「白ワインかと思ったが，
味が全然ちがう」と感想を述べていた。最後
に納屋とブドウ畑で集合写真を撮らせていた
だいた。
その後「余市ワイナリー」に向かい，カフェ
＆ベーカリーでクロワッサンやナイアガラソ
フトクリームなどの軽食を取り，併設された
アトリエを見て余市ワイナリーを後にし，浜
中モイレ海水浴場に向かった。夕暮れになる
中，海に入ることはなかったが浜辺で過ごし，
普段住んでいる地域にはない風景の新鮮さを
楽しんだ。
最後に「ヨイッチーニ」に出かけ，女子会
プランのコースとリタファームで購入してヨ
イッチーニに置かせていただいたワインを，
ヨイッチーニにいらっしゃるソムリエの方に
説明をしていただきながら楽しんだ。メニュー
は前回と少し変わっていて，「海の幸サラダ」，
「イナダのカルパッチョ」，「マルゲリータ」，
「ヘラガニのトマトソーススパゲッティ」，
「香草スパイシーグリルチキンとフライドポ
テト」，「ゴルゴンゾーラチーズケーキとカタ
ラーナ」であった。「海の幸サラダ」で用い
られる海産物はどれも余市産を使用し，「イ
ナダのカルパッチョ」にはバルサミコを使用
した醤油ベースのソースが使われていた。今
回はピザとパスタの両方をいただき，どちら
の品にも，ヨイッチーニのシェフのご実家が
栽培されている「アイコ」という品種で糖度
が１０度以上のトマトが使われていた。「ゴル
ゴンゾーラチーズケーキとカタラーナ」は，
ゴルゴンゾーラを使っているため青カビのよ
うな独特の匂いがし，普通のチーズケーキよ
図４．リタファーム納屋内部
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りも弾力があり少し固かった。カタラーナは
プリンとアイスの中間のようなデザートであ
り，カスタードの上にぱりぱりとしたカラメ
ルの層がバーナーで炙られてできていた。
余市を後にする車内では，前回同様アンケー
トに回答してもらった。１９時１５分に余市を出
発し，参加者を自宅まで送り，企画は無事終
了した。
４）まとめ
それまで「あるモノ」に出会ったことのな
い学生自身が，同じように「あるモノ」に会っ
たことのない者が「あるモノ」と出会える企
画を用意し，新たな価値を生み出す活動を実
施した。この中でも，「あるモノ（者）」であ
る様々な人間と接触を試み巻き込みながら影
響を与えあうことで，この活動は進められた。
この活動でも初学者が手に入れた「あるモノ」
の定量的あるいは定性的に評価することは難
しいが，活動に参加した者からのコメントお
よび企画者のコメントを学びの成果の一端と
して紹介する。
①参加者からのコメント
企画終了後のアンケートでは，普段「ワイ
ンのおいしさがわからない」という理由でワ
インを飲まない参加者が，醸造体験や試飲を
したことによって，ワインについての知識を
増やし興味を湧かせワインと親しみやすくなっ
た，と回答した。また，「ワインの美味しさ
も初めてわかり，野菜を食べる機会を通して
その美味しさを知り余市の魅力を感じました。
満足感も得ることができ，さらに余市が好き
になりました」，「ワインの試飲がおいしかっ
たことが一番印象に残った。ウイスキー以外
の余市のお酒を知ることができた」，「ブドウ
の段階からワインになるまでの工程を見，ワ
インになるまえの状態のものを飲ませていた
だく貴重な体験もし，余市産の様々な食材を
食べられたことが印象に残りました。また行
きたい。次はだれかに紹介したい」という印
象とともに，「ワインの種類別に，特徴など
を教えてほしい」，「ワインについての基礎知
識を簡単でもよかったので始めに教え欲しかっ
た」，「ブドウ狩りをしたかった」という改善
点も指摘された。
②企画者によるコメント
この企画では，余市の様々なところを訪れ，
その地域の「あるモノ（者）」である地元の
方とお話をして，このイベントを完成させた。
その際，何度も地域へ足を運び人と関わるこ
との大切さを深く知っていくなかで，余市に
「あるモノ（物）」である自然を味わうだけ
ではなく，人と関わることによって，私の中
で活動がより良く意味のあるものとなっていっ
た。企画に取り組む前は，外へ出て人と関わ
ることが自分にとってどのようなメリットが
あるのか理解できなかった。しかし，余市の
地でとても力強く活動し夢を語るおじさん，
仲良く農園をやりながらお店をやりたいと試
行錯誤しながら頑張っているご夫婦，余市産
の食材を提供しお客さんに対して食材に関す
る細かい説明やお金では買うことのできない
ホスピタリティを提供するお兄さん，など言
葉では表すことができないほどのたくさんの
素敵な人に出会うことができた。
Ⅴ．おわりに
本稿は，それぞれ研究領域やそのアプロー
チ方法が異なる５人の研究者によって分担執
筆された。中でも経済学的観点から農業の効
率性を推計した野原と，初学者のアクティブ・
ラーニングを通した学びについて検討した石
川の事例について紹介した。
野原は，農業の効率性という観点から，入
手可能な農業生産額，経営耕作地面積，農業
就業人口と農家雇用者数のデータを用い，札
幌市から等距離にある周辺市町村の農業の効
率性を経済学的観点から推計した。その結果，
余市町の農業は効率的であることが分かった
が，他の市町村に比べて経営耕作面積あたり
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の生産額は高いものの，労働資源の最適配分
という観点からは，改善の余地があることも
分かった。今後，持続可能な農業を行うために
も，各農家が独自に労働力を確保するよりも，
町全体で労働資源の有効な活用を目指してい
く必要があるという課題が浮き彫りとなった。
石川は，「あるモノ」の所有者やその存在
を知っている者を知識や経験が豊富な熟達者
と位置づけ，「あるモノ」の存在を知らなかっ
た者を知識や経験についての初学者とし，
「あるモノ」が持ち得る新たな価値を発見出
来る“場”を両者が共に学び合う場と捉えた。
その場で初学者と熟達者とが共同して活動す
ることにより，その“場”は初学者にとって
アクティブ・ラーニングを通した学びの場と
捉えられ，そこでの学びが効果的に現れる実
践的事例について検討した。
栗山と岡田は，「あるモノ」の所有者と存
在を知った者と思われた地方都市の社会資源
を対象にヒアリングを重ねた。その結果，地
方都市がもつ歴史的な経緯のなかで洗練され
生き残ったストレングスをもった社会資源を
再評価し，その地方都市に既に「あるモノ」
として捉えた。また，手がける生産物が異な
ることで近隣にあっても互いに認知してこな
かった「あるモノ」の所有者を研究者が結び
つけることで，地方都市に「あるモノ」のネッ
トワーク構築と複数の「あるモノ」の交互作
用により新たな創造が生み出される可能性が
あることが分かった。
片岡は，地方都市の教育行政おける歴史的
遺産を再認識するとともに，地方都市におけ
る今日の教育行政の方針や地元高校の教育方
針のなかで謳われる地域貢献に向けた取り組
みに注目し，主たるアクターとしての若者に
着目して考察をおこなった。
以上のことから今後の課題として，地域貢
献に参画する「あるモノ」の初学者の裾野を
広げるために知識の特色をいかに捉え，その
特色を発展させるために如何に「あるモノ」
を活用したストーリーを生み出すべきか，そ
してアクティブ・ラーニングを活用した初学
者と熟達者の相互作用による新たな価値の創
出に向けた活動実践の成果を如何にアクティ
ブ・ラーニングの実践の効果として測定して
いくべきか，さらには初学者をも巻き込んだ
熟達者同士のネットワーク構築および初学者
が地域貢献の担い手である熟達者に成長して
いくために，これらの活動の先にどのような
アクションが必要であり，アクションを進め
る中でどのように「あるモノ」を活用したス
トーリーを付加していくか，といった点の解
決が重要であると考えている。
なお本稿は，２０１５年度北星学園大学特定研
究費の助成を受けて取り組まれた「地域に
『あるモノ』を活用した地域活性化とアクティ
ブ・ラーニングの試み（２０１５，研究代表者：
岡田直人）」による研究成果の一部である。
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